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GRCについて

＜ガラス長繊維＞
太くて長く、折れても
 太さが変わらないため
 吸入されにくい

＜アスベスト＞
細く繊維状に裂け 
肺に吸入されやすい

グループ １ 

グループ 2Ａ 

グループ 2Ｂ 

グループ 3 

グループ 4

人に対して発がん性がある 

人に対して発がん性でありうる 

人に対して発がん性の可能性がある 

人に対して発がん性について分類されない 

たぶん人に対して発がん性がない 

アスベスト、たばこ

ディーゼル排気ガス、紫外線など

ウレタン、スチレン、コーヒーなど

ガラス長繊維、ナイロン、紅茶など

カプロラクタム1品種のみ 

ＩＡＲＣ発がん性分類表より 

　ガラス繊維のように繊維の仲間は、ダストになるとす
べて繊維状粉じんとして扱われます。
WHO（世界保健機関）は、私たちの呼吸によって体内に
吸入され、その後の挙動によって発がん性の有無に大
きく影響を及ぼす繊維状粉じん、即ち、吸入性粉じんを
WHO（フー）ファイバーと呼びます。  
　それは、太さ３ミクロン以下、長さが直径の３倍以上の
ものとして定義されています。ガラス長繊維の場合には、
WHOファイバーに適合するダストの発生がほとんどない
ことから、生体内にほとんど吸入されることがありません。
また万一入っても体の防御機構により排出されます。 

　これまでの数十年にわたるガラス繊維製品の製造や加工に従事してきた方たち、またその周辺の住民の
方々への大規模な健康追跡調査や種々の実験等が世界中で繰り返し実施されてきましたが、その発がん性
を示す結果は、一切認められていません。
　これらのことから、1987年に国際がん研究機関（IARC）が、ガラス長繊維、グラスウール、ロックウール、
スラグウールなどの人工の鉱物繊維の発ガン性に関する第１回の評価会議を開催した際にもヒトに対して発
がん性に分類し得ない物質”であるというカテゴリー＜3＞ に評価しています。  
　これまでそのガラス長繊維に関する評価は、最初の評価から一切変わっていません。
またドイツなど世界でも健康安全性について、過激とも思われる突出した対応をみせている国ですら、ガラス
長繊維の発がん性については、最初から問題にはなっていません。  
　これは、ガラス長繊維の健康安全性について、世界的に認められているということを示しています。 

GRC（ガラス繊維補強セメント）製品に使用するガラス繊維の安全性に関して
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インフラテックは
GRC製品開発のフロントランナーとして
土木分野での販売において全国第１位

（全国シェアの80%以上）

GRC・FRC製品のご紹介
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　インフラテックグループは1956年6月の設立以来、半世紀以上に
わたり優れた品質のインフラパーツ(土木・建築用コンクリート二次製
品やＧＲＣ製品)の供給を通じて、「ゆとり やすらぎ あたたかさのある
街づくり」を追求し、日本の社会基盤整備のお役に立ってまいりました。
　GRC（ガラス繊維強化セメント）製品におきましては、昭和58年
GRC専用工場を設立。平成8年には岡山に日産2,000㎡以上の製造
能力を持つ岡山工場を建設し、土木用途における国内シェアトップに位
置しております。
　近年は、更なる性能要求にお応えし、鋼繊維や有機繊維による強化
技術の導入・開発に努めて参りました。さらにはプレテンション方式プレ
ストレスと繊維補強を合わせたハイブリッド複合強化製品も開発致しま
した。
　インフラテックの中枢を担う技術系社員は、全国各地で活躍してい
ます。『工事期間を出来るだけ短くしたい』『コストを下げたい』といった
企業向けの皆様へのご提案や、『これって作れるの？』といった個人の
皆様のご要望もお任せ下さい。一言ご相談頂ければ、皆様が納得頂け
るまで全力でサポートいたします。

■岡山工場

■岡山工場
　製造ラインイメージ

GRC
ガラス繊維強化コンクリート（Glass-fiber Reinforced Cement)
GRC は、セメントのアルカリ環境に対応し、耐アルカリ性ガラス繊維を混入した強化
コンクリートです。また、セメントもアルカリ性をph11～12に抑制した低アルカリ
セメントを使用しています。強度・靭性が高く、薄肉成形が可能なため、建築・土木など
の幅広い分野で活用されています。

GRCの優れた特長

●高い曲げ強度を持っている。
●高靭性を有するため、ひび割れ抵抗性が大きく、衝撃によって破壊されにくい。
●薄肉成形が可能なため、製品の軽量化ができる。
●デザインの自由度が大きい。
●法定不燃材料である。（国土交通省認定番号NM-8313)
●耐久性に優れている。

様々な分野で活用されるGRC

GRCとコンクリートの強度比較

GRC製品ができるまで

■GRC標準物性表 材例28日　標準配合

建築 土木 その他
カーテンウォール
フリーアクセスフロア
瓦
耐火被覆材
内外装建材
他

電気絶縁体
他

ロービング（Roving） チョップドストランド
（Chopped  Strand）

ケーブルトラフ
側溝蓋
埋設型枠材
他

セメント
粒度調整砂
水
調和材

混　練
（モルタル）

打　設

養　生

完　成

二次混練
（プレミックスGRC）

耐アルカリ性
ガラス繊維
（チョップドストランド）

耐アルカリ性ガラス繊維
(Alkali-resistant Glass fiber） について
一般にガラス繊維は、アルカリに侵食されやす
い・・・。KCサークルの素材であるGRCには、ア
ルカリの性能劣化に対応し、耐アルカリ性のガ
ラス繊維が使用されています。この耐アルカリ
性ガラス繊維には、ガラス組成にジルコニア
(Zr02）が16～17%含有されており、セメント
のアルカリ環境下においても、安定した繊維補
強がはかれます。用途に応じて短繊維、長繊維
のほか、ネット状、ペーパー状に加工したものが
あり、KCサークルでは、チョップドストランドを
利用しています。

●チョップドストランド（Chopped Strand)
チョップドストランドは、ガラス長繊維のストラン
ドを長さ数mm～25mm程度に切りそろえた
強化繊維です。樹脂に応じた表面処理がなされ
ており、主にプレミックス法で用いられる八一ド
タイプと、抄造法で用いられるソフトタイプがあ
ります。

●ストランド（Strand)
ストランドとは、ガラスの溶融ノズルからひきだ
した数ミクロン～数十ミクロンのフィラメント
（単繊維）に集束剤を塗布し、数十本～数千本程
度を集束したガラス長繊維のことです。KCサー
クルでは、このストランドを引きそろえ、円筒状
に巻き取ったロービング（Roving）を、用途に応
じた長さにチョップして使用しています。

※プレミックスGRCについて
KCサークルのGRCは工場ドの厳密草管理において生産されるブ

レミックスGRCです。あらかじめ調合・混線されているため、成分性

質が一定しています。
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一般にガラス繊維は、アルカリに侵食されやす
い・・・。KCサークルの素材であるGRCには、ア
ルカリの性能劣化に対応し、耐アルカリ性のガ
ラス繊維が使用されています。この耐アルカリ
性ガラス繊維には、ガラス組成にジルコニア
(Zr02）が16～17%含有されており、セメント
のアルカリ環境下においても、安定した繊維補
強がはかれます。用途に応じて短繊維、長繊維
のほか、ネット状、ペーパー状に加工したものが
あり、KCサークルでは、チョップドストランドを
利用しています。

●チョップドストランド（Chopped Strand)
チョップドストランドは、ガラス長繊維のストラン
ドを長さ数mm～25mm程度に切りそろえた
強化繊維です。樹脂に応じた表面処理がなされ
ており、主にプレミックス法で用いられる八一ド
タイプと、抄造法で用いられるソフトタイプがあ
ります。

●ストランド（Strand)
ストランドとは、ガラスの溶融ノズルからひきだ
した数ミクロン～数十ミクロンのフィラメント
（単繊維）に集束剤を塗布し、数十本～数千本程
度を集束したガラス長繊維のことです。KCサー
クルでは、このストランドを引きそろえ、円筒状
に巻き取ったロービング（Roving）を、用途に応
じた長さにチョップして使用しています。

※プレミックスGRCについて
KCサークルのGRCは工場ドの厳密草管理において生産されるブ

レミックスGRCです。あらかじめ調合・混線されているため、成分性

質が一定しています。

特性／成型法
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面内せん断強度 （N/mm2)

層間せん断強度 （N/mm2)

（N・mm/mm2)

面内方向 （N/mm2)

弾性率 Eb×103（N/mm2)

破壊強度 （N/mm2)

圧　縮
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衝撃強度（シャルピー）

ポアソン比
吸水率 （％）

乾燥収縮率 （％）
熱伝導率 λ （kcal/m・h・℃）

熱膨張係数

不燃性

透過損失

（GRC 15mm厚）（db）

（測定：武蔵工大音響研究室）

（×10-6/℃）
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ARG(耐アルカリ性ガラス繊維)ファイバー含有率（重量％）

〈プレストレストFRC製スラブ〉
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